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社会福祉
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「はぁーてぃ」は英語で“心の温かい”、“真心のこもった”という意味をもつ「Hearty」の読みを日本語表記したものです。

益田市社協 検索社協ホームページ

　益田市社会福祉協議会主催による、平成28年度 益田
市総合福祉センター 老人・母子講座が、５月10日の習
字教室を皮切りに、社交ダンス、園芸、手編み、囲碁、
いきいき健康教室と次々に開講しました。
　今回は「いきいき健康教室」をご紹介します。
　いきいき健康教室では、主に筋力アップを目的とした

「筋力トレーニング」、関節の柔軟性を高めるための「ス
トレッチ」などを行います。
　適度な運動を定期的に行うことは、痛みを和らげたり

いきいき健康教室は、毎月第１金曜日11時～12時総合福祉センターで開催しています。

解消するだけでなく、痛みの予防にも大変効果的です。
　膝や腰、股関節など痛みのある方、足腰に自信のない方大歓迎です。ご参加をお待ちして
います。

健康のための筋トレ、はじめませんか
？

講師：美原愛子先生（右）
　　　「楽な教室ではありませんが、一緒に健康な生活を維持するためにがんばりましょう！」
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平成28年度　社協会費ご協力のお願い
　日頃より、社会福祉協議会にお寄せいただいておりますご支援ご協力に、厚くお礼申しあげます。
　益田市社会福祉協議会では、“みんなで支えあい、助けあう福祉のまちづくり”をめざして、地域福祉活
動に取り組んでいます。社協の事業は、市民の皆様から寄せられた会費や寄付金、共同募金、行政からの公
費補助などによって支えられています。
　多様化する福祉ニーズに対し、住民一人ひとりが福祉の担い手として地域福祉活動を推進するため、市民
の皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

【申込方法】　一般会員会費につきましては、各自治会を通じ、お願いしております。
　賛助会員、特別会員のご加入につきましては、直接社会福祉協議会窓口、または下記連絡先にお問い合
わせください。

《お問い合わせ先》　益田市社会福祉協議会　TEL：２２ ‐ ７２５６　FAX：２３ ‐ ４１７７まで

　他にも、誰もが安心して暮らせるま
ちづくりをすすめるために、各種事業の
貴重な財源として活用されています。

【会費の種類】　いずれも１口あたりの金額です。
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一般会費 800円 地区社協・自治会を通して各世帯にお願いしています。
賛助会費 1,000円以上 社協役員、評議員、福祉関係機関・団体及びその役員、その他個人
特別会費 5,000円 篤志家、会社、団体等

福祉講演会・研修会 相談事業 サマーボランティアスクール

【会費の使途】　皆さまからお寄せいただいた会費は…

ふれあい福祉相談のご案内　７月・８月の相談日 場所 : 益田市総合福祉センター

無料法律相談
13:00～15:00（要予約）

ふれあい福祉相談
10:00～15:00

老人母子相談
10:00～15:00

７月 ８日㈮ ８日㈮ ８日㈮・22日㈮
８月 12日㈮ 12日㈮ 12日㈮・26日㈮

　家庭内外のトラブルや心配ごと等、広
く日常生活上の相談をお受けしています。
どこに相談したらいいの？という時、ふ
れあい福祉相談をご利用下さい！

益田市社会福祉協議会　☎ 22-7256
（月〜金　8:30〜17:30）

問い合わせ
予　　　約
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　近年、価値観の多様化、働き方などのライフスタイルの変化を背景に、生活基盤である家庭や地域のあり
様が大きく変わり、社会的孤立、経済的な困窮、虐待や悪徳商法などの権利侵害、買い物や移動手段が確保
できないといった日常生活上の困難など、地域の生活・福祉課題が深刻化しています。
　制度の狭間となっている問題や社会的孤立の問題を解決し、地域の福祉力を高めていくためには、住民とと
もに関係機関・団体がともにパートナーとして、暮らしを支えていく仕組みづくりを進めることが必要です。
　地域の福祉力を高め、地域づくりにつながるものとして、支え合いマップづくりに取り組んできました。
モデル自治会指定後のフォローが十分ではありませんでしたが、研修や視察の取り組みにより意識の高まり
が見えており次年度につなげていきたい。
　平成27年度よりスタートした生活困窮者自立支援事業の推進では、関係する事業と連携し「あんしん生活
支援センター」として、包括的・個別的に取り組んでいる。また、市民後見推進事業も新規事業として取り
組みました。
　さらに、介護保険法の改正により介護職員処遇改善加算は増額しましたが、介護報酬は減額され、施設
入所志向の高まりや利用者の減少もあり、介護報酬収入は大きく▲1100万円となりました。利用頻度の増、
ショート等空床情報提供等による利用者の拡大、加算取得努力及び支出抑制・効率化による対応をさらに進
めていく必要があります。

平成２7年度　益田市社会福祉協議会事業報告

平成27年度　一般会計決算

1,343,308,680

収　入

（単位：円）

1,343,308,680

支　出

（単位：円）

会費収入　14,962,400 寄附金収入　10,280,146

経常経費補助金収入　102,076,074

受託金収入　304,931,746

介護保険事業収入　555,695,089

受取利息配当金収入　28,480

前期末支払資金残高　163,654,448

その他の活動による支出　25,575,030

積立資産支出　70,000,000

貸付事業支出　1,709,000

事務費支出　86,766,394

基本積立資産支出　1,012,255

固定資産取得支出　289,000

共同募金配分金事業費　12,038,236

利用者負担軽減額　369,910

その他の支出　234,480

負担金支出　736,390

助成金支出　16,207,890

積立預金取崩収入　70,000,000

拠点区分間繰入金収入　51,351,135

サービス区分間繰入金収入　7,561,224

その他の活動による収入　36,346,874

拠点区分間繰入金支出　51,351,135

サービス区分間繰入金支出　7,561,224

その他の収入　10,828,742

保育事業収入　2,106,361
貸付事業収入　1,776,000

人件費支出　699,985,192

事業費支出　198,548,608

事業収入　6,758,981

負担金収入　169,330

障害福祉サービス等事業収入　4,781,650

当期末支払資金残高　170,923,936
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「社協事業にご協力いただき ありがとうございました」
　誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりをすすめていくために市民の皆さま
からの会費や寄付金・共同募金配分金などで関係機関や団体・ボランティアそし
て多くの市民の皆さまの参加と協力を得ながら以下の各種事業を実施しました。

○理事会３回／評議員会３回／監査会２回の開催
○広報活動　社協だより「はぁ～てぃ」発行（年６回）
　　　　　　ホームページによる広報
○会員の増強と社協財源の確保
○地区社協支援　財政支援総額　12,305,698円

社協基盤の強化推進

【特別養護老人ホーム】
○美寿苑（定員30人） ……… 定床利用率　102.3％
○もみじの里（定員30人） … 定床利用率　　97.5％
【短期入所生活介護事業】
○美寿苑（定員６名） … 月平均利用者数　　18.5人
〇もみじの里（定員８人）
　………………………… 月平均利用者数　　20.4人

【高齢者生活福祉センター事業】
〇ふれあいの園（定員12名）
　………………………… 月平均利用者数　　11.7人
【養護老人ホーム事業】
〇春日荘（定員50名）
　訪問介護……………… 月平均利用者数　　30.1人
　通所介護……………… 月平均利用者数　　6.0人
　福祉用具貸与………… 月平均利用者数　　20.3人

施設福祉サービスの経営管理強化

【地域包括支援センター】
○美都地域包括支援センター……………………… 介護予防ケアプラン　530人／延べ相談件数　　156件
○匹見地域包括支援センター……………………… 介護予防ケアプラン　539人／延べ相談件数　　193件
【介護保険事業】
○訪問介護事業………………… 延べ訪問回数　本所　9,632回／美都支所　2,282回／匹見支所　1,681回
〇訪問入浴介護事業……………………………………………………………………… 延べ利用者数　1,591人
〇通所介護事業…………………………………… 延べ利用者数　美都支所　5,920人／匹見支所　2,497人
〇居宅介護支援事業…………… 延べ利用者数　本所　1,263人／美都支所　　425人／匹見支所　　483人
【移送サービス】…………………………………………………………………………… 延べ利用者数　　　2人
【配食サービス】…………………………………… 延べ利用者数　美都支所　1,176人／匹見支所　　910人

在宅福祉サービスの運営強化

平成 27 年度
事業報告
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○福祉教育協力校……………………… 31校指定
○サマーボランティアスクール開催… 62人参加
○福祉出前講座………………… 利用件数　17件 
○出前による手話学習会…………… ９校　520人

○民生融金…………………… 63件／1,709,000円
○生活福祉資金……………… ２件／1,775,000円
○日常生活自立支援事業　
　問合せ・相談件数 ……………………… 1,390件
　実利用件数………………………………… 73件
○法人後見事業………………………… ３件受任

【ふれあいのまちづくり事業の推進】
〇先駆的、モデル的事業への助成
　……………………………… ９団体／1,260,000円
〇法律相談の毎月開催
〇小地域ネットワーク活動
　各地区社協及び福祉委員会への活動助成
　友愛メール事業（美都地域） ………… 延べ950人
　ふれあいネットワークまちづくり研修会開催
【高齢者、心身障がい児（者）福祉事業の推進】
〇匹見宅配買物代行サービス
　……………………… 登録24世帯／延べ84回利用
〇シルバーハウジング生活援助員派遣事業 44世帯
〇ふれあい・いきいきサロン事業
　新規４ヶ所／継続75ヶ所 ……………… 計79ヶ所
　交流事業……………… ７交流会／231,000円助成

〇福祉マイクロバス運行事業
　利用団体延べ……………………………… 150団体
　利用者数延べ……………………………… 3,247人
〇総合福祉センター事業
　年間利用実績　センター会議等……… 26,250人
　　　　　　　　入浴……………………… 2,164人
　老人・母子講座、研修会…………… 68回／735人
　老人、母子相談……………………… 24回／133件
【児童福祉対策事業の推進と母子等の組織支援】
〇児童館・保育所の管理運営
　益田地域の４児童館（益田、吉田、高津、飯田）
　匹見地域の匹見保育所
〇子育てサロン
　新規０ヶ所／継続11ヶ所 ……………… 計11ヶ所
【社会福祉大会の開催】…………………… 180名参加

福祉教育の推進と支援

〇「ますだボランティア情報」の発行（年２回）
〇ボランティアセンター研修会の開催
　（約90名参加）
〇個人登録…………………………………… 213人
〇団体登録……………………… 64団体／1,489人
〇相談件数…………………………………… 443件

ボランティアセンターの充実強化生活支援事業の推進

福祉のまちづくりの推進
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　島根県グラウンド・ゴルフ協会（倉井毅
会長）様より福祉車両を寄贈していただき、
５月26日㈭、出雲市で贈呈式が執り行われ
ました。
　島根県グラウンド・ゴルフ協会様は、
ホールインワンを達成した方から基金を募
りこれまでにも県社協などに車いすや福祉
車両を寄贈されています。
　ご寄贈いただいた車両は地域福祉活動の
推進のために活用させていただきます。
　誠にありがとうございました。

　「配食サービス」は、地域のひ
とり暮らし高齢者等のお宅へお弁
当をお届けする活動です。（益田
市から業務委託を受けて、社協美
都支所が実施しています。）
　言葉を交わしながらお弁当を手
渡すことにより、ひとり暮らしの

福祉車両を
寄贈いただきました。

配食サービス宅配ボランティアを
募集しています

市民後見人養成講座の受講生を募集します
　認知症・知的障がい・精神障がいなどの理由で判断能力に困難がみられるようになった方々のために、本
人に代わって財産の管理や、法的な手続き等の身上監護を行う「成年後見制度」があります。
　益田市社会福祉協議会では、市民の方に向けて「成年後見制度」の担い手である後見人に必要な知識・事
務等の研修を行い、後見人になる人材の養成を目的に研修会を開催します。

■開催日程　10月１日㈯から
　　　　　　（詳細は応募要項でご確認ください）
■場　　所　益田市総合福祉センター
■対 象 者　益田市内に住所を有する25～70歳まで

の方で、地域福祉に貢献しようとお考
えの方。

■定　　員　30名
■参 加 費　無料

■募集締切　９月21日㈬
■申込方法

　社協ホームページ、益田市社協（本所、美都・
匹見支所）、及び各地区振興センターにある応募
要項で内容をご確認の上、益田市社会福祉協議会
までお申込ください。

■問い合わせ先　益田市社会福祉協議会
　TEL（22－7256）　担当　早

はや

内
うち

・河
かわ

上
かみ

活動場所 美都町内

活 動 日 毎週火・金曜日午前で活動可能な日

活動内容 高齢者宅へのお弁当の宅配

問い合せ

不明な点がありましたら、お気軽にお問い合
わせください
益田市社会福祉協議会美都支所
Tel 0856-52-2392

高齢者世帯への安否確認を大きな目的としています。
　社協職員とボランティアと利用者が顔なじみの関係を築
き、実施日以外においても声掛けや連絡が入るなど、利用
者と地域をつなぐ役割も果たしています。
　美都町在住・在勤の方ならどなたでも参加できます。活
動可能な日に、笑顔でお弁当をお届けいただけませんか。


